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単位：万円未満は切り捨て

（借金）

財政調整基金

地方債

（貯金）

98億1,800万円98億1,800万円
2億1,900万円 2.3%増

31

37億7,853万円

13億1,173万円

７億5,548万円

5億6,230万円 12億950万円

16億5,431万円

8億8,440万円

20億6,300万円

34億4,447万円

７億6,641万円

8億9,989万円

９億8,588万円

13億2,003万円

借り入れの返済金

です。

医療や介護福祉・障害者

支援など社会保障にかか

わる分野が年々増加して

います。

保育や医療など使い
道の決まった補助金
です。

自治体の規模や人口に
応じて国から交付される
お金です。

国税として徴収した特定の税目
の収入の全額、一部を地方自治
体に譲与するもの。

町民税・固定資産税・
軽自動車税など皆さんが
払っている税です。

毛呂山町が借り入
れたお金です。

103億8,329万円

106億4,966万円

107億7,139万円

103億8,737万円

8億1,542万円

8億3,590万円
7億7,057万円

5億9,390万円

H30 見込H29H28H27
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30年度見込み

財政調整基金 ５億9,390万円

公共施設整備基金 １億7,008万円

福祉基金 ２億6,977万円

緑の基金 2,284万円

土地開発基金 １億661万円

高額医療費貸付基金 200万円

国保財政調整基金 １億5,424万円

出産費貸付基金 300万円

介護給付費準備基金 ２億9,678万円

地　 方　 債 平成30年度末の地方債残高は、前年度と比べ約2億6,637万円減額しているが、
この４年間で約４億円増加しており、今後も残高は年々増加することが見込まれる。
年度間における財政調整の役割を持つ財政調整基金の残高については、自主財源
不足により減少傾向で推移している。財政調整基金
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31年度 前年度比較

国民健康保険特別会計 44億0,348万円 1億4,060万円

水道事業会計 12億2,092万円 ▲405万円

農業集落排水事業特別会計 3,665万円 100万円

介護保険特別会計 23億7,928万円 1億7,143万円

後期高齢者医療特別会計 ４億3,652万円 1,104万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 … 医療保険制度の基礎的役割を果たしています。安心して医療を受けられるように
するために使われる予算です。

水 道 事 業 会 計 … 日常生活に欠かせない生活用水を安全供給するための予算です。特に老朽管の
布設替えおよび老朽施設の改修を積極的に行います。

�農業集落排水事業特別会計 … 農村地域の生活向上を図るために汚水の処理を行います。現在は、主要な処理施設
の建設が終了し、施設維持管理費用が中心となっています。

�介 護 保 険 特 別 会 計 … 介護や介護予防を必要とする人が安心して生活を送れるように、総合的な介護
サービスを行うために使われる予算です。

後期高齢者医療特別会計 … 高齢者が安心して医療が受けられるように制度の維持、運営に使われます。



【平成31年度予算】

主な事業内容

こんな事業が行われます！

川角駅周辺地区整備事業  1億1,241万円

交通指導員配置事業  1,605万円

町内循環バス運行事業   2,380万円

学童保育所整備事業  3,252万円

農業用ため池緊急耐震化対策事業  3,275万円

小中一貫教育環境整備調査業務委託料  150万円

　毛呂山町の東の玄関口として活性化を図るた
め、川角駅の周辺整備について推進します。

　児童・生徒の登下校時における安全確保のた
め、　交通指導員が危険個所の立哨指導を実施し
ます。

高齢者等の日常生活支援や公共施設の利便性向
上のため、町内を循環するバスを運行します。

　川角小学校内学童保育所整備。適正規模の保
育スペースの確保とともに移動の安全を確保し
ます。

　鎌北湖耐震化工事の工事費用の一部を負担し
ます。

毛呂山中学校、毛呂山小学校の行き来を円滑に
させるため、通路など調査します。
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川
角
駅
南
口
か
ら
現
道
に
出
る
ア
ク

セ
ス
道
は
、
ど
ち
ら
が
理
想
的
で
す
か
。

大
学
に
近
い
ア
ク
セ
ス
道
と
思
う
が
。

　
ア
ク
セ
ス
道
は
、
延
命
寺
脇
の
ル
ー

ト
と
工
務
店
側
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、
現
在
交
渉
中

で
す
。

　
北
口
改
札
が
で
き
な
い
と
す
る
と
北

側
と
東
側
の
人
が
不
便
を
感
じ
る
。
こ

の
点
で
何
ら
か
の
対
策
は
無
い
か
。

　
北
側
の
利
用
者
で
は
、
平
成
高
校
側

か
ら
は
跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
が
あ
り
、
東
の
市
場
側

か
ら
は
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
踏
切
の

利
用
が
大
分
減
り
ま
す
の
で
安
全
に
渡

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　 

川
角
小
学
校
内
の
学
童
保
育
所
整
備

に
お
け
る
設
計
図
面
に
は
、
ト
イ
レ
な

ど
い
ろ
い
ろ
配
置
が
あ
り
ま
す
が
、
学

童
側
か
ら
の
要
求
か
。
町
の
考
え
な
の
か
。

　
学
童
保
育
所
側
と
も
協
議
し
な
が
ら

つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

　
学
童
保
育
所
の
整
備
工
事
は
い
つ
ご

ろ
始
め
て
、
い
つ
頃
終
わ
る
予
定
か
。

入
所
は
来
年
度
か
ら
な
の
か
。

　
工
事
の
発
注
は
夏
休
み
前
。
保
健
室

を
移
転
、
そ
の
後
に
学
童
保
育
の
ス
ペ
ー

ス
を
工
事
。
お
よ
そ
11
月
か
ら
１
月
ぐ

ら
い
の
工
期
、
そ
の
後
引
越
し
な
ど
。

平
成
32
年
の
４
月
に
開
所
予
定
で
す
。

　
鎌
北
湖
の
桜
の
木
や
、
工
事
の
仮
設
道

路
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
か
。

　
本
年
度
の
県
が
実
施
し
た
詳
細
な
地

質
調
査
の
結
果
、
堰え

ん

堤て
い

の
桜
は
伐
採
し
な

い
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
工
法
等
は
変
更
な
い
が
、
堤
の
谷
側
の

ほ
と
ん
ど
と
、
堤
の
上
部
に
つ
い
て
は
工

事
不
要
に
な
る
た
め
、
仮
設
道
路
も
不
要

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
今
ま
で
の
説
明
だ
と
31
年
度
は
問
題

な
い
が
、
32
年
度
、
33
年
度
に
は
影
響
が

出
る
の
か
。

　
32
年
度
中
は
貯
水
が
で
き
ま
せ
ん
。
33

年
度
上
旬
か
ら
貯
水
開
始
の
予
定
で
す

が
、
工
事
の
進
捗
で
変
わ
り
ま
す
。

　
小
中
一
貫
教
育
の
整
備
調
査
委
託
料

の
内
容
は
。

　
小
中
一
貫
教
育
を
効
果
的
に
行
う
た

め
に
、
宮
前
都
市
下
水
路
に
隣
接
す
る

毛
呂
山
小
学
校
と
毛
呂
山
中
学
校
間
を

円
滑
に
往
来
で
き
る
手
法
の
検
討
を
業

務
委
託
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
は
小
中
一
貫
校
の
施
設
形
態
で

い
う
「
施
設
隣
接
型
」
の
一
貫
校
と
い

う
こ
と
か
。

　
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
上
で
教
員
、

児
童
生
徒
が
往
来
を
す
る
た
め
に
中
学

校
、
小
学
校
の
正
門
か
ら
正
門
ま
で
歩

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
番
効
率

的
な
通
路
を
探
し
出
す
調
査
に
な
り
ま

す
。

川
角
駅
周
辺
地
区

�

整
備
事
業

QAQA
学
童
保
育
所
整
備
事
業

Q

AQA
農
業
用
た
め
池

緊
急
耐
震
化
対
策
事
業

QAQ

A
小
中
一
貫
教
育
環
境�

整
備
調
査
業
務
委
託
料

QAQA

31年度予算　ココが聞きたい！
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　国民健康保険（国保）が広域化（県単位）になり、早くも１年を迎えました。近年の医療機関におけ
る医療技術の進歩や新薬の開発等による医療費の高額化に対応するため、３月定例会に国保税率の改正
案が提出され、賛成多数で可決されました。

【条例の一部改正の中身】を見て行こう！
（１）所得割（医療分）を６％から７％に引き上げる。
（２）均等割（医療分）を 33,000 円から 32,000 円、1,000 円引き下げる。
（３）所得割（支援金分）を１. ６％から２．５％に引き上げる。
（４）所得割（介護分）を１．２％から２．２％に引き上げる。
（５）その他、改正の内容は表をご覧下さい。

税の種類

年度

応能割（所得割） ％ 応益割（均等割） 円

医療分 支援金分 介護分 医療分 支援金分 介護分

Ｈ31年度改正 ７.0 2.5 2.2 32,000 10,000 10,000

Ｈ30年度 ６.0 1.6 1.2 33,000 7,500 11,500

Ｈ30年度との比較 １.0 0.9 １.0 △1,000 2,500 △1,500

【国保税を試算】して見よう！
ケース 　この改正によって、基礎控除後の所得額 300 万円の家族４人（夫婦と子ども２人）の世帯

では、改正前 449,000 円の保険税が改正後は 539,000 円となり、９万円アップします。
　また、400 万円世帯では 537,000 円から 656,000 円に 119,000 円の大幅アップ。原因は、所得割税
率を２．９ポイント引上げたためです。

計算式 　　　　　　■基礎控除後所得３００万円の家族４人（夫婦と子ども２人）の場合

税の種類 改正前（H30年度） 改正後（H31年度）
所得割 300万円×8.8％＝264,000円 300万円×11.7％＝351,000円
均等割(医療分) 33,000円×   4人＝132,000円 32,000円×    4人＝128,000円
均等割(支援金分) 7,500円×   4人＝  30,000円 10,000円×    4人＝  40,000円
均等割(介護分) 11,500円×   2人＝  23,000円 10,000円×    2人＝  20,000円
年税額 449,000円 539,000円

【毛呂山町の法定外繰入金】
  構造的に財政基盤が脆弱な国保特別会計。国・県・町からの支援は法定基準により決められているも
ので、各自治体では恒常的に法定外繰入金※を繰り入れて国民健康保険を維持していると言えます。
　なお、近隣市町の平成 29 年度における法定外繰入金（被保険者一人当たり）は、毛呂山町 1,033 円、
三芳町 25,600 円、坂戸市 11,270 円、越生町 4,263 円、鳩山町 2,086 円、日高市 12,998 円です。
 ｛金額は国民健康保険事業状況（速報値）より｝

　※法定外繰入金とは？　医療費などの歳出に対する歳入の財源不足を一般会計から補うもの。

国保税「改正」で大幅アップ！
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　国民健康保険は、町民にとって最重要な制度である。県の広域化に
より、県から本町に示された納税額は厳しい状況であることは理解で
きる。
　しかし、今の国保加入者における高齢化は税の担い手人口の減少に
拍車がかかり、担税者の税額上昇の負担ははかり知れない。
　しかしながら、制度を守り維持していくことにおいて、どのような
施策があるか明言できない。最高限度額はこれまでを踏

とう

襲
しゅう

していくこ
と。より町民生活を守る施策を考察していくことを切に願い賛成とする。

　この国保税率改正案では、国保加入者に大幅な負担増になる。国保
は社会保障であり、国・自治体は責任をもって国民、町民の生活と健
康を守ることが重要な仕事になっている。
　全国知事会も、国保税を「協会けんぽ」なみにするため試算を示し
て国に対して国保に公費一兆円の投入を再三要求している。

　国民健康保険は国の社会保障制度ではあるが、運営責任は町長にあ
る。他自治体では、赤字補填として一般会計から負担している。
　本町では軽減税率対象者が極めて多い特異事情にも関わらず、税の
投入を避け続け、長い間、加入者に負担を強いてきた。
　今回の税率改正では所得割を一気に上げ過ぎており、物価上昇や消
費増税もあり、町民生活に大きなダメージを与える。
　今後も加入者が減少し、運営できなくなることが明らかであり、法
定外繰入の決断は、事務方ではなく、政治判断である。

　日常的にも聞こえてくる「高額な国保」、事ある毎に国保の減税を訴
えてきました。
　県内一番の均等割り額の引下げ、一般会計からの繰入額の増額など。
今年10月からの消費税10％への引上げ。基礎控除後の所得200万か
ら400万円の世帯で、６～11万円の増額。町民生活を守る立場から
も反対します。

国保税条例改正をめぐり討論！

賛
成
し
ま
す

反
対
し
ま
す

反
対
し
ま
す

反
対
し
ま
す

堀江快治

長瀬　衛

岡野　勉

牧瀬　明
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一般会計予算国保特別会計介護保険特別会計後期高齢者医療特別会計

こんな事が
決まりました

　
平
成
31
年
３
月
議
会
は
３
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
の
一
部

改
正
６
件
、
補
正
予
算
６
件
、
当
初
予
算
６
件
、
負
担
付
き
寄
附

１
件
、
発
議
１
件
、
報
告
１
件
合
計
21
件
で
す
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
11
名
が
登
壇
し
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

論
討

私
は
こ
う
考
え
る

3月議会3月議会
【
内
容
の
説
明
】

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
と
、
教
育
セ
ン
タ
ー
相

談
員
の
質
の
高
い
専
門
性
確
保

の
た
め
、
学
校
運
営
協
議
会
委

員
及
び
教
育
セ
ン
タ
ー
選
任
相

談
員
の
報
酬
を
改
正
し
ま
す
。

選
任
相
談
員（
学
識
経
験
に
係

る
国
家
資
格
等
を
有
す
る
者
）

月
額
　
15
万
円

学
校
運
営
協
議
会
委
員

日
額
　
２
千
円

条
例
の
改
正

教
育
セ
ン
タ
ー
選
任
相
談
員

と
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の

報
酬
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

【
内
容
の
説
明
】

　
川
角
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業

の
事
業
費
に
係
る
費
用
の
一

部
と
し
て
、
城
西
大
学
か
ら

３
億
５
千
万
円
の
寄
附
を
受
け

ま
す
。

　
本
事
業
は
、
川
角
駅
周
辺
に

お
け
る
交
通
渋
滞
の
原
因
や
学

生
の
通
学
上
の
危
険
と
な
る
課

題
解
消
に
向
け
、
駅
舎
の
移
設
、

駅
前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
等
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度 

２
億
円

２
０
２
０
年
度 

１
億
５
千
万
円

分
割
納
入
さ
れ
ま
す
。

負
担
付
き
寄
附
の
受
納

３
億
５
千
万
円

　
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
極

め
て
重
要
な
事
案
で
あ
る
。
過
去

を
取
り
巻
く
本
町
の
教
育
環
境
を

抜
本
的
に
変
え
る
計
画
で
あ
る
。

　
特
別
職
の
報
酬
額
の
改
定
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
選
任
さ
れ

る
べ
き
人
選
は
あ
る
程
度
限
定
さ

れ
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。

　
併
せ
て
学
校
運
営
協
議
会
の
選

考
に
も
、
本
町
初
等
・
中
等
教
育

の
浮
沈
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
を

鑑
み
て
、
選
考
範
囲
は
明
示
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
今
後
具
体
的
に
検
討
さ
れ
、
克

明
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
賛
成

す
る
。

　
町
民
税（
地
方
税
）率
が
フ
ラ

ッ
ト
で
10
％
で
あ
る
。
低
所
得

者
は
困
っ
て
い
る
。
98
年
に
税

率
を
戻
す
べ
き
だ
。

　
改
正
国
保
税
率
は
、
今
で
も

高
す
ぎ
る
の
に
更
に
高
く
な

り
、
滞
納
率
８
％
が
更
に
上
が

る
こ
と
に
な
る
。

　
昨
年
10
月
か
ら
、
生
活
援
助

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
回

数
を
一
ヶ
月
要
介
護
１
で
20
回

以
上
、
要
介
護
５
で
31
回
以
上

を
制
限
し
て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ

の
８
割
は「
利
用
者
の
自
立
支

援
に
役
立
た
な
い
」と
し
て
い

る
。

　
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
の
特

別
軽
減
措
置
が
廃
止
さ
れ
て
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

措
置
は
必
要
が
あ
っ
て
さ
れ
た

も
の
で
、
対
象
者
は
困
っ
て
い

る
。

　
本
件
議
案
の
負
担
付
寄
付
の
受

領
は
、
現
在
の
毛
呂
山
町
の
切
迫

し
た
財
政
状
況
の
理
解
が
あ
れ
ば
、

当
然
に
可
決
す
べ
き
案
件
で
あ
り

ま
す
。
む
し
ろ
、
本
件
、
協
定
を

こ
こ
ま
で
、
こ
ぎ
着
け
て
い
た
だ

い
た
担
当
課
及
び
関
係
各
課
の
ご

努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
川
角
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、

今
こ
そ
、
オ
ー
ル
毛
呂
山
で
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
最
高
の
結
果
を
毛
呂

山
町
と
し
て
勝
ち
取
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
本
件
を
可
決
と

し
、
第
一
歩
と
し
て
の
予
算
確
保

は
大
変
重
要
で
あ
る
。

賛成します

賛成します

反
対

反
対

反
対

反
対

堀江　快治

弓田　茂樹

牧
瀬

　明

牧
瀬

　明

牧
瀬

　明

牧
瀬

　明

今後、学校や地元との
理解と協力が求められる
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Ｑ
＆
Ａ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
と
は
？

　
こ
の
商
品
券
は
、
国
の
助
成
に
よ

り
販
売
額
の
25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が

付
加
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
購
入
で
き
る
方
】

①�

２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課
税
者

※
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・

扶
養
家
族
、
生
活
保
護
者
等
は
除
く

②�

３
歳
未
満
の
子
供
が
い
る
世
帯
主

※ 

詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額�

▲
３
９
８
９
万
円

総
　
額�

97
億
８
２
５
７
万
円

※
平
成
30
年
度
末
に
あ
た
り
予
算
の

過
不
足
整
理
を
実
施
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
実
施
に
あ
た
り
２
７
６
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

�

収
益
的
収
入
総
額�

７
億
９
０
１
５
万
円

�

　
〃
　
支
出
補
正
額�

１
０
７
万
円

�

総
額�

７
億
５
７
７
４
万
円

�

資
本
的
収
入
補
正
額�

▲
５
０
９
３
万
円

�

　
　
〃
　
　
　
総
額�

１
億
１
４
５
４
万
円

�

　
〃
　
支
出
補
正
額�

▲
１
４
４
４
万
円

�

　
　
〃
　
　
　
総
額�

４
億
４
７
８
６
万
円

※
安
全
・
安
心
な
水
道
水
供
給
の
た
め
、

引
き
続
き
健
全
経
営
の
維
持
に
努
め
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額�

▲
４
２
９
０
万
円

総
額�

46
億
１
３
４
万
円

※
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴
う
対
応
や

特
定
健
康
診
査
の
充
実
を
図
る
。

後
期
高
齢
者
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額�

▲
１
３
２
４
万
円

総
額�

４
億
９
９
９
万
円

※
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
運
営
に
取
り
組
む
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額�

▲
６
０
０
万
円

総
額�

22
億
８
２
９
６
万
円

※
高
齢
者
の
健
康
保
持
と
介
護
予
防
な
ど
の

た
め
、
さ
ら
に
健
康
づ
く
り
普
及
に
取
り
組

む
。

●議案の審議結果（3月定例会）� 〇は賛成　×は反対　討は討論　議は議長

議員名
議案名

下
田�

泰
章

平
野
　
隆

澤
田
　
巌

牧
瀬
　
明

弓
田�

茂
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

村
田
忠
次
郎

岡
野
　
勉

小
峰�

明
雄

高
橋�

達
夫

長
瀬
　
衛

堀
江�

快
治

佐
藤�

秀
樹

審
議
結
果

1 毛呂山町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇討 議原案可決

2 毛呂山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇〇〇 ×
討〇〇〇〇 ×

討〇〇 ×
討〇討 議原案可決

3 毛呂山町指定地域密着型サービス事業者等の指定に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決

4 毛呂山町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決

5 毛呂山町地域包括支援センターの職員及び運営に
関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決

6 毛呂山町水道事業の布設工事監督者及び
水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決

7 平成30年度毛呂山町一般会計補正予算（第4号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
8 平成30年度毛呂山町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
9 平成30年度毛呂山町水道事業会計補正予算（第2号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
10 平成30年度毛呂山町介護保険特別会計補正予算（第2号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
11 平成30年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
12 平成31年度毛呂山町一般会計予算 〇〇〇 ×

討〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
13 平成31年度毛呂山町国民健康保険特別会計予算 〇〇〇 ×

討〇〇〇〇 × 〇〇 × 〇議原案可決
14 平成31年度毛呂山町水道事業会計予算 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
15 平成31年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計予算 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
16 平成31年度毛呂山町介護保険特別会計予算 〇〇〇 ×

討〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
17 平成31年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計予算 〇〇〇 ×

討〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
18 負担付き寄附の受納について 〇〇〇 × 〇討 〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
19 平成30年度毛呂山町一般会計補正予算（第5号） 〇〇〇 × 〇〇〇〇〇〇〇〇〇議原案可決
発議1 毛呂山町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例 委員会にて継続審査

平
成
30
年
度

補
正
予
算
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若い世代の定住促進につながる施策を！

▪問

　出
産
祝
金
を
例
え
ば
、
第
１
子

か
ら
支
給
や
５
万
円
を
10
年
分
割
支

給
で
、
給
食
費
を
賄
う
考
え
は
。

答
　
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
考
え
方

を
基
に
支
給
を
検
討
。

▪問

　平
成
30
年
度
の
小
学
校
費
・
中

学
校
費
の
予
算
執
行
等
の
ご
所
見
は
。

答
　
小
学
校
の
体
育
館
、
非
構
造
部

材
落
下
防
止
対
策
工
事
を
実
施
。
泉

野
小
学
校
、
次
代
に
語
り
継
が
れ
る

レ
ガ
シ
ー
創
出
事
業
を
実
施
。

▪問

　埼
玉
医
科
大
学
の
学
生
と
の
交

流
授
業
。
平
成
30
年
度
の
ご
所
見
は
。

答
　
い
の
ち
の
大
切
さ
な
ど
教
え
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
埼
玉
医
大

と
の
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

▪問

　平
成
30
年
度
の
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援
対
策
の
予
算
執
行
は
。

答
　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
を

実
施
。
児
童
手
当
・
こ
ど
も
医
療
費

支
給
事
業
を
継
続
し
て
実
施
。
不
妊

治
療
費
の
一
部
助
成
を
実
施
。
妊
婦

健
康
診
査
・
乳
幼
児
健
康
診
査
・
発

育
発
達
相
談
や
各
種
教
室
等
を
実
施
。

▪問

　民
法
改
正
で
成
年
年
齢
が
20
歳

か
ら
18
歳
に
引
下
げ
に
伴
い
、
本
町

の
成
人
の
つ
ど
い
の
対
象
年
齢
は
。

答
　
20
歳
を
基
本
と
し
て
検
討
。

▪問

　大
谷
木
地
区
で
迷
惑
施
設
の
計

画
が
あ
り
ま
し
た
。
上
位
法
も
あ
り

ま
す
が
、
条
例
等
に
よ
る
抑
制
は
必

要
と
考
え
る
。
条
例
・
開
発
行
為
等

協
議
要
綱
等
に
よ
る
紛
争
予

防
・
事
前
調
整
等
、
ご
見
解
は
。

答
　
現
在
、
他
市
町
村
の
条
例

や
要
綱
を
研
究
し
て
お
り
、
行

政
の
立
場
で
住
民
や
環
境
を
守

れ
る
施
策
に
つ
い
て
検
討
中
。

▪問

　障
害
者
の
法
定
雇
用
率
を

現
在
、
満
た
し
て
い
な
い
状
況
。

答
　
計
画
的
な
採
用
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▪問

　毛
呂
山
町
自
殺
対
策
い
の

ち
ま
も
ろ
ー
計
画
で
、
予
算
を

伴
う
事
業
へ
の
ご
見
解
は
。

答
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

を
担
う
人
材
養
成
す
る
研
修
や

講
演
会
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

第
１
子
か
ら
出
産
祝
金
の
支
給
を

答 

第
３
子
出
産
祝
金
10
万
円
を
見
直
し
た
い

◦東原団地の防火・防災面での安全対策
◦外国人の受け入れ� 村田忠次郎

◦県道飯能寄居線開通に伴う毛呂山町の対応
◦人口減少への対策� 澤田　　巌

◦教育・子育て環境の充実
◦成人のつどい
◦環境保全
◦障害者雇用
◦自殺対策� 小峰　明雄

◦毛呂山町の農業
◦DV被害の現状
◦児童生徒のスマートフォンの現状
◦毛呂山町のPR
◦毛呂山町のペット事情� 平野　　隆

一般質問 町政を問う！
〜11名が登壇〜

◦平成31年度予算編成
◦町の自主財源確保策「もれバケツ理論」
� 高橋　達夫

◦総合戦略
◦教育環境� 長瀬　　衛

◦高齢者対策
◦がん対策の強化� 千葉三津子

◦国土強靭化地域計画
◦児童・生徒のSOS� 荒木かおる

◦小中一貫教育プロジェクト� 下田　泰章

◦国民健康保険　均等割� 牧瀬　　明

◦毛呂山町の小中一貫教育（校）� 岡野　　勉

※ 一般質問の本文は、主な質問と答弁を本人が編集し
ています。

小峰　明雄
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どうなるの？ 将来の学校施設急がれる「買い物弱者」対策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
統
廃
合
の
関
係
性
は

答 
学
校
の
統
廃
合
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い

▪問

　小
中
一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
方
針
に
は
、
適
正
規
模
や
適
正

配
置
を
鑑
み
、
将
来
の
望
ま
し
い
学

校
教
育
施
設
環
境
は
、
毛
呂
山
中
学

校
区
・
川
角
中
学
校
区
を
中
心
と
し

た
施
設
一
体
型
校
舎
が
望
ま
し
い
と

い
う
考
え
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
考
え
る
が
。

答
　
将
来
長
き
に
渡
り
安
心
・
安
全

で
使
い
や
す
い
学
校
施
設
環
境
と
な

る
よ
う
総
合
的
に
検
討
を
進
め
る
。

▪問

　将
来
の
児
童
生
徒
数
減
少
や
町

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
今

後
の
学
校
施
設
の
維
持
管
理
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
　
中
学
校
の
余
裕
教
室
も
年
々
増

え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
小
学
生
の

教
室
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
は
、

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
上
で
有
効

と
考
え
る
。
中
学
校
校
舎
に
小
中
学

校
児
童
生
徒
が
入
り
き
る
時
期
も
推

定
で
き
る
が
、
他
に
特
別
教
室
や
職

員
室
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
課
題
を
明
ら
か
に
し
効
果
あ

る
学
校
環
境
整
備
の
検
討
を
続
け
る
。

▪問

　学
校
環
境
整
備
計
画
プ
ラ
ン
を

い
ち
早
く
町
民
に
示
し
、
そ
の
課
題

に
対
し
て
長
期
的
に
議
論
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
中
学
校
校

舎
に
２
小
学
校
１
中
学
校
児
童
生
徒

が
収
容
可
能
な
時
期
は
概
ね
10
年
後

で
あ
る
。
目
標
を
掲
げ
、
町
民
に
周

知
す
る
こ
と
に
よ
り
不
動
産
価

値
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
若
年
層
世
代
に
と

っ
て
、
住
宅
購
入
に
あ
た
り
学

校
施
設
へ
の
距
離
は
大
き
な
判

断
要
素
に
な
る
。
町
で
は
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い

る
が
、
最
大
の
課
題
は
居
住
の

誘
導
・
導
き
と
考
え
る
。
突
然

降
っ
て
わ
い
た
学
校
の
統
廃
合

と
な
れ
ば
、
大
き
な
混
乱
を
招

く
。
町
の
将
来
方
針
と
合
わ
せ

今
後
議
論
を
重
ね
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
関
係
部
署
と
相
互
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

▪問

　人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で
日

常
の
買
い
物
弱
者
へ
の
対
応
が
必
要
。

当
町
で
も
民
間
事
業
者
、
地
方
自
治

及
び
町
民
が
相
互
連
携
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。
又
、

近
隣
の
越
生
町
で
は
、
商
工
会
と
の

連
携
で
買
い
物
弱
者
へ
の
対
策
を
行

っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
当
町

で
は
如
何
か
。

答
　
町
内
の
一
部
地
域
で
移
動
販
売

が
ル
ー
ト
展
開
し
、
販
売
を
開
始
し

て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
も
配
送
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
て
電
話
注
文
も
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
越
生
町
で
は
、

商
工
会
か
ら
加
盟
店
１
宅
配
あ
た
り

百
円
が
配
達
料
と
し
て
交
付
さ
れ
る

活
動
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

▪問

　高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
　
町
内
に
は
循
環
バ
ス
「
も
ろ
バ

ス
」が
あ
り
、
町
内
３
ル
ー
ト
を
循
環

し
て
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
移
動
支
援
や
送
迎
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、
移
動

手
段
の
一
つ
と
し
て
啓
発
し
て
い
る
。

▪問

　高
齢
独
居
世
帯
の
把
握
と
今
後

の
見
守
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

高
齢
単
身
世
帯
数
の
全
世
帯
に
占
め

る
割
合
は
10
％
と
な
っ
て
い
る
。
70

歳
以
上
の
高
齢
独
居
世
帯
と
高
齢
者

の
み
の
世
帯
を
す
べ
て
抽
出
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
支
所

に
委
託
し
、
状
況
把
握
の
た
め

訪
問
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
対
策
の
強
化

▪問

　が
ん
は
、
生
涯
の
う
ち
約

２
人
に
１
人
が
罹り
か
ん患
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
予
防
の
た
め

の
施
策
や
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
繋
が
る
が
ん
検
診
は
重
要
。

当
町
の
が
ん
対
策
を
伺
う
。

答
　
受
診
し
易
い
よ
う
特
定
健

診
と
の
同
日
実
施
や
休
日
検
診

の
実
施
、
保
育
室
の
完
備
、
女

性
の
受
診
に
配
慮
し
た
環
境
整

備
で
、
受
診
率
向
上
に
努
め
る
。

買
い
物
弱
者
支
援
事
業
の
推
進
を

答 

近
隣
の
事
業
運
営
を
参
考
に
調
査
・
研
究
す
る

千葉三津子 下田　泰章
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▪問

　遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

答
　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
新
規

参
入
の
促
進
を
推
進
し
て
い
く
。

▪問

　農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
搾
汁
棟

の
稼
動
状
況
は
。

答
　
30
年
度
は
22
・
５
ｔ
の
柚
子
か

ら
２
６
８
０
ℓ
の
果
汁
が
製
造
さ
れ
、

生
産
者
か
ら
の
購
入
額
は
お
お
よ
そ

２
３
０
万
円
。

▪問

　産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
そ

の
後
の
苺
２
業
者
の
現
状
は
。

答
　
概
ね
順
調
で
あ
る
。

Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状

▪問

　Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
を
守
る
上
で
町

の
役
割
は
果
た
せ
て
い
る
か
。

答
　
毛
呂
山
町
Ｄ
Ｖ
対
策
庁
内
連
携

会
議
に
お
い
て
関
係
部
署
が
相
互
に

連
携
し
、
被
害
者
が
命
を
落
と
す
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
常
に
年
頭
に
置

き
、
共
通
認
識
の
下
、
総
合
的
な
被

害
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
ス
マ
ホ
の
現
状

▪問

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
続
け
る

と
成
長
期
の
子
ど
も
の
身
体
に
影
響

を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

料
金
ト
ラ
ブ
ル
や
性
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
、
い
じ
め
に
繋
が
る
事
も

あ
る
。
町
の
対
応
は
。

答
　
ネ
ッ
ト
ア
ド
バイ
ザ
ー
や
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
注
意
報
等
の
資
料
を
通
知

す
る
な
ど
、各
学
校
で
対
応
し
て
い
る
。

毛
呂
山
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

▪問

　町
で
は
年
間
を
通
し
て

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
。
町
外
か
ら
集
客
を
す
る

た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
Ｐ
Ｒ
が

必
要
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

答
　
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

媒
体
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
て
い
る
。

町
の
ペ
ッ
ト
事
情

▪問

　ペ
ッ
ト
に
よ
る
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
、
町
の
対
応
は
。

答
　
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
を
啓
発

す
る
た
め
、指
導
を
行
っ
て
い
る
。

▪問

　虐
待
に
よ
っ
て
、
幼
い
子
ど
も

の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
本
町
の
取
り
組
み
は
。

答
　
子
ど
も
の
安
全
確
認
を
第
一
と

し
て
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
児
童
相
談
所
等
の
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
相
談
の
対
応
を
し

て
い
る
。
通
告
先
と
し
て
１
８
９（
イ

チ
ハ
ヤ
ク
）の
周
知
、
更
に
、
11
月
の

児
童
虐
待
防
止
月
間
に
は
町
内
の
小

中
学
校
、
保
育
園
等
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

▪問

　条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
お
考

え
は
。

答
　
児
童
虐
待
は
国
、
自
治
体
、
関

係
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
課
題
。
県
や
近
隣
市
町
を
注
視

し
つ
つ
条
例
制
定
も
念
頭
に
置
き
な

が
ら
防
止
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
。

避
難
路
の
確
保

▪問

　1
月
の
東
原
団
地
火
災
の
あ
と
、

住
民
か
ら
お
話
を
伺
い
、調
査
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
は
。

答
　
火
災
発
生
付
近
は
東
西
に
４
ｍ

道
路
が
5
路
線
あ
り
、
行
き
止
ま
り
。

行
き
止
ま
り
個
所
は
空
き
地
で
そ
の

一
部
に
ガ
ス
の
供
給
施
設
が
隣
接
。

勾
配
は
比
較
的
急
傾
斜
地
で
、
空
き

家
等
、
土
地
建
物
の
適
正
管
理
の
観

点
か
ら
の
問
題
も
見
受
け
ら
れ
る
。

▪問

　改
善
策
は
。

答
　
住
民
の
皆
様
が
避
難
で
き

る
動
線
の
確
保
、
緊
急
車
両
の

進
入
が
容
易
で
転
回
等
も
可
能

と
な
る
よ
う
な
対
策
を
講
ず
る

こ
と
が
課
題
の
解
決
、
緩
和
に

繋
が
る
。
安
全
な
避
難
経
路
、

緊
急
車
両
の
進
入
、
転
回
、
空

き
地
利
用
等
地
域
の
皆
様
と
も

検
討
し
、
見
え
る
課
題
を
取
り

除
い
て
い
く
こ
と
が
改
善
策
と

考
え
る
。

▪問

　も
ろ
バ
ス
の
定
員
超
過
対

策
は
。

答
　
便
数
の
増
加
や
ル
ー
ト
設

定
、
後
発
車
両
の
検
討
を
行
う
。

１８９（イチハヤク）の周知徹底を！遊休農地の解消を目指す

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
へ
の
支
援
は

答 

情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す

町
全
体
で
虐
待
か
ら
児
童
を
守
る
べ
き

答 
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

荒木かおる平野　　隆
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▪問

　平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
ど
の
よ
う
な
点
に
注
力
し
た
の
か
。

答
　
歳
入
に
お
い
て
は
自
主
財
源
の

根
幹
で
あ
る
町
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
を
的
確
に
見
込
み
、
同
時
に
国
、

県
の
補
助
、
起
債
等
を
活
用
し
財
源

を
確
保
し
た
。
歳
出
で
は
費
用
対
効

果
の
観
点
か
ら
優
先
順
位
に
基
づ
く

事
務
事
業
を
選
択
し
、
長
期
展
望
に

立
っ
た
施
策
を
展
開
す
る
た
め
予
算

編
成
を
行
っ
た
。
予
算
総
額
は
98
億

１
８
０
０
万
円
で
あ
る
。

▪問

　31
年
度
の
予
算
の
目
玉
事
業
は
。

答
　
投
資
事
業
と
し
て
川
角
駅
の
駅

舎
及
び
南
口
周
辺
整
備
を
す
る
川
角

駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
等
で
あ
る
。

▪問

　今
議
会
に
城
西
大
学
か
ら
負
担

金
寄
付
３
億
５
０
０
０
万
円
の
議
案

が
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
の

総
額
は
幾
ら
位
必
要
な
の
か
。

答
　
約
７
億
円
か
ら
７
億
５
千
万
円

が
必
要
な
事
業
で
あ
る
。

▪問

　町
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基

金
は
３
億
円
し
か
な
い
。
そ
れ
を
全

部
使
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
足
り
な

い
資
金
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
　
他
の
大
学
や
高
校
か
ら
寄
付
を

募
る
ほ
か
町
の
土
地
の
売
却
、
そ
の

他
本
庄
早
稲
田
駅
の
よ
う
な
寄
付
を

集
め
、
町
の
財
政
の
負
担
に
成
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

も
れ
バ
ケ
ツ
理
論
の
町
の
見
解

▪問

　町
に
98
億
円
入
っ
て
も
町

に
全
然
留
ま
ら
ず
、
町
か
ら
み

ん
な
出
て
い
っ
た
ら
も
れ
バ
ケ
ツ

と
同
じ
だ
。｢

町
の
中
で
如
何
に

お
金
を
循
環
さ
せ
る
か
が
大
切｣

と
い
う
理
論
だ
が
町
の
考
え
は
。

答
　
町
が
事
業
に
多
額
な
投
資

を
し
て
も
町
外
業
者
が
受
注
し

た
ら
町
に
は
経
済
的
効
果
が
な

い
。
町
が
支
払
っ
た
お
金
が
町

内
で
循
環
し
、
少
し
で
も
長
く

留
ま
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

▪問

　町
で
１
年
で
使
っ
た
お
金

が
ど
れ
だ
け
町
に
留
ま
る
の
か
。

答
　
契
約
額
が
12
億
円
で
そ
の

３
割
、３
億
６
千
万
円
位
で
あ
る
。

川角駅の駅舎及び南口周辺整備予定地

▪問

　総
合
戦
略
が
目
標
期
限
の
５
年

目
を
迎
え
る
。
人
口
減
少
問
題
に
対

す
る
重
点
施
策
を
短
期
具
体
的
で
示

す
も
の
。
４
つ
の
基
本
目
標
の
達
成

状
況
を
聞
く
。

答
　
転
出
者
数
10
％
削
減
、
入
込
観

光
客
数
１
０
０
万
人
、
出
生
数
25
％

ア
ッ
プ
な
ど
目
標
に
達
し
て
い
な
い
。

次
期
計
画
で
は
、
達
成
状
況
を
評
価

検
証
し
、
実
効
性
の
あ
る
内
容
と
な

る
よ
う
検
討
す
る
。

▪問

　コ
ン
サ
ル
へ
の
外
部
委
託
は
、

「
形
式
的
に
な
る
」
と
提
起
さ
れ
て
い

る
。
現
場
発
の
地
方
創
生
に
向
け
た

策
定
の
仕
組
み
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
。

答
　
桂
木
ゆ
ず
ブ
ラ
ン
ド
化
等
、
町

の
課
題
に
対
し
て
コ
ン
サ
ル
に
相
談

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。

全
庁
的
に
問
題
解
決
す
べ
く
検
討
し

た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

▪問

　町
長
任
期
の
こ
の
４
年
間
は
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
な
が
ら
、

出
生
数
と
転
出
者
数
を
好
転
さ
せ
て

町
の
活
力
を
維
持
し
、
総
合
戦
略
を

達
成
さ
せ
る
が
至
上
命
題
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答
　
出
来
る
だ
け
人
口
を
減
ら
さ
な

い
為
の
施
策
な
の
で
厳
し
い
数
値
で

な
い
と
維
持
が
難
し
い
。
残
念
な
が

ら
数
値
は
下
が
っ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

▪問

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

が
始
ま
る
が
、
31
年
度
か
ら
小

中
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る

も
の
と
理
解
し
て
良
い
か
。
学

校
統
合
に
つ
い
て
保
護
者
が
不

安
に
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
な

し
崩
し
的
に
始
め
て
反
発
を
受

け
な
い
か
。

答
　
小
中
一
貫
教
育
は
、
指
導

内
容
等
、
義
務
教
育
９
年
間
を

通
じ
て
実
施
す
る
教
育
。
施
設

形
態
は
問
わ
な
い
。
新
築
、
既

設
利
用
と
も
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
一
体
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

描けない、総合戦略

平
成
31
年
度
予
算
の
目
玉
事
業
は
何
か

答 

川
角
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
で
あ
る

総
合
戦
略
の
達
成
状
況
は

答 

転
出
者
数
、出
生
数
な
ど
目
標
に
達
し
て
い
な
い

長瀬　　衛高橋　達夫
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協会けんぽ（中小企業） 3700万人
組合健康保険（大企業） 2900万人
共済組合（公務員等） 900万人
組合健康保険組合（土建業） 300万人
自治体健康保険組合 3200万人
後期高齢者医療保険 1600万人

▪問

　東
原
団
地
で
は
、
行
き
止
ま
り

道
路
沿
い
の
民
家
２
軒
が
延
焼
し
死

亡
者
が
出
た
。
近
く
に
は
空
家
が
多

い
。
こ
の
実
態
か
ら
地
域
の
安
全
の

為
に
改
善
す
べ
き
点
を
伺
う
。

答
　
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
た

地
域
の
防
火
防
災
活
動
の
支
援
を
行

う
。
ま
た
消
防
水
利
設
備
の
整
備
等

に
つ
い
て
は
地
域
及
び
消
防
組
合
等

と
連
携
し
て
地
域
の
安
全
に
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▪問

　空
家
の
放
置
は
防
災
面
で
近
隣

へ
の
危
険
度
が
増
す
。
所
有
者
へ
の

管
理
責
任
の
大
き
さ
を
ど
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
か
。

答
　
管
理
不
十
分
な
空
家
に
つ
い
て

は
管
理
の
お
願
い
を
し
、管
理
者
不
在

な
空
き
家
等
で
地
域
に
深
刻
な
影
響

が
あ
る
時
に
は
職
員
に
よ
る
応
急
処

置
等
、程
度
に
よ
り
適
切
に
対
応
す
る
。

▪問

　櫛
状
の
行
き
止
ま
り
道
路
の
改

善
策
は
。

答
　
今
後
こ
れ
ら
の
地
域
課
題
を
ど

の
よ
う
に
緩
和
、
解
消
し
て
い
く
の

か
検
討
し
ま
す
。

外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

▪問

　昨
年
の
改
正
入
管
法
成
立
に
よ

り
外
国
人
受
け
入
れ
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
毛
呂
山
町
で
は
、
ど
の

程
度
の
影
響
が
あ
る
と
予
想
し
て
い

ま
す
か
。

答
　
医
療
福
祉
関
係
施
設
が
多
く
、

外
国
人
登
録
人
口
が
大
き
く
増

加
す
る
事
も
想
定
さ
れ
る
。
本

人
は
も
と
よ
り
そ
の
家
族
へ
の

生
活
支
援
や
就
学
支
援
の
対
応

と
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
材
の
確

保
や
育
成
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

▪問

　そ
の
場
合
、
言
語
だ
け
で

な
く
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
全

般
の
支
援
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
か
。

答
　
ま
ず
は
既
存
の
制
度
の
多

文
化
共
生
キ
ー
パ
ー
ソ
ン（
町
内

に
１
名
）の
活
用
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
更
に
増
え
た
時
に

は
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

火災現場付近の道路状況

▪問

　国
保
税
の
均
等
割
の
医
療
分
と

後
期
高
齢
者
分
は
、
被
用
者
保
険
に

は
な
く
、
収
入
に
保
険
料
率
を
掛
け

て
計
算
す
る
だ
け
で
、
家
族
の
人
数

が
保
険
税
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
厚
労
省
の
「
全
国
健
康
保
険
実
態

調
査
２
０
１
６
年
度
版
」に
よ
る
と
、全

国
の
国
保
で
算
定
さ
れ
て
い
る
「
均

等
割
」「
平
等
割
」
の
総
額
は
１
兆
４

千
億
円
で
、
そ
の
う
ち
４
千
億
円
は

法
定
軽
減
に
よ
っ
て
す
で
に
補
填
さ

れ
て
い
て
約
１
兆
円（
医
療
分
と
後
期

高
齢
者
支
援
分
）と
計
算
で
き
ま
す
。

（
注
：
均
等
割
は
介
護
分
も
あ
り
ま
す

が
、
他
の
医
療
保
険
に
も
介
護
分
が

割
り
当
て
ら
れ
て
い
て
、
国
保
だ
け

介
護
分
を
な
く
せ
と
は
言
え
ま
せ
ん
）

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
介
護
分

均
等
割
を
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
均
等
割
は
加
入
者
全
員
に
か
か
り

ま
す
の
で
ゼ
ロ
歳
に
も
か
か
り
ま
す
。

「
人
頭
税
」
だ
と
の
批
判
が
町
の
中
で

も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
公
費
１
兆
円
を
投
入
す
れ
ば
均
等

割
は
な
く
せ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
国

保
税
は
大
幅
に
下
が
り
、「
協
会
け
ん

ぽ
」
の
水
準
に
近
づ
け
ま
す
。

　
地
方
六
団
体
は
国
保
へ
の
国
費
投

入
増
を
複
数
回
要
求
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
の
均
等
割
を
ど
う
考
え
ま

す
か
。

答
　
国
保
税
は
地
方
税
法
上
、
所
得

割
、
均
等
割
を
課
税
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
に
は
被
用
者
保
険
の
よ

う
に
事
業
主
負
担
が
な
く
、
所

得
が
低
く
国
保
財
政
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

意
見
　
均
等
割
が
あ
る
こ
と
で

国
保
税
が
高
す
ぎ
る
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
知
事

会
も
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

　
国
が
公
費
負
担
を
削
減
し
て

き
て
い
る
か
ら
国
保
財
政
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。

主な公的医療保険と加入者数（2016年度）

防
火
防
災
面
で
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

答 

地
域
や
消
防
等
と
連
携
し
て
地
域
の
安
全
に
寄
与
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
均
等
割
に
つ
い
て

答 
地
方
税
法
で
均
等
割
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

牧瀬　　明村田忠次郎
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▪問

　毛
呂
山
町
の
人
口
減
少
が
か
な

り
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
特
に

出
生
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
と
思

う
が
婚
姻
数
と
合
わ
せ
て
現
在
の
状

況
は
。

答
　
出
生
数
は
26
年
度
１
７
２
人
、

29
年
度
で
１
３
２
人
。
26
年
度
婚
姻

数
３
０
４
件
、
29
年
度
３
１
６
件
。

▪問

　子
供
を
産
み
、
育
て
る
環
境
整

備
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
　
毛
呂
山
町
総
合
戦
略
に
基
づ
く

各
種
施
策
を
実
施
し
今
年
度
実
施
し

た
住
民
意
向
調
査
等
に
よ
る
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
よ
り
有
効
な
方
針

を
検
討
し
て
い
く
。

▪問

　結
婚
も
子
育
て
も
経
済
的
な
問

題
が
大
き
い
よ
う
だ
が
打
開
策
は
。

答
　
住
民
意
向
調
査
結
果
に
よ
れ
ば

経
済
的
な
支
援
を
希
望
す
る
声
が
多

い
結
果
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
は
あ
る
が
安
心
し
て
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
が
出
来
る
環
境
整
備
や

充
実
に
向
け
施
策
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

▪問

　出
生
数
よ
り
死
亡
数
が
多
い
、

い
わ
ゆ
る
自
然
減
が
加
速
し
て
い
る
。

人
口
減
少
で
財
政
も
厳
し
く
な
り
毛

呂
山
町
単
体
で
の
運
営
は
一
層
厳
し

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
究
極
の
行

財
政
改
革
は
町
の
合
併
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
広
域
に

よ
る
結
婚
支
援
な
ど
の
考
え
は
あ
る

の
か
。

答
　
広
域
事
業
と
し
て
川
越
都

市
圏
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
婚

活
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
２

組
の
成
婚
者
が
あ
る
。
31
年
度

よ
り
埼
玉
県
が
実
施
す
る
婚
活

支
援
事
業
に
加
入
を
予
定
し
て

お
り
広
域
的
な
結
婚
支
援
の
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
く
予
定
。

毛
呂
山
町
で
結
成
さ
れ
た
「
赤

い
糸
見
つ
け
隊
事
業
」
で
も
近

隣
市
町
の
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
と

合
同
研
修
や
情
報
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
広
域
連
携
を
強
化
し

結
婚
支
援
の
効
果
的
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

全てはここから始まる

▪問

　毛
呂
山
町
の
小
中
一
貫
教
育
。

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
新
学
習
指
導
要
領
の
改
定
を
踏

ま
え
、「
学
校
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
ま

と
め
、
平
成
30
年
８
月
に
「
未
来
を

拓
く
人
づ
く
り（
小
中
一
貫
教
育
）プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
方
針
」
を
策
定
。

平
成
31
年
度
か
ら
学
校
と
保
護
者
や

地
域
が
協
働
し
、
社
会
総
が
か
り
で

子
ど
も
を
育
て
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
。
小
中
一
貫
推

進
委
員
会
を
中
心
に
９
年
間
を
見
通

し
た
教
育
課
程
の
編
成
、
小
中
合
同

行
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

▪問

　そ
も
そ
も
「
小
中
一
貫
教
育
」

の
導
入
の
動
機
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
前
出
の
「
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り

（
小
中
一
貫
教
育
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基

本
方
針
」
に
則
り
、
毛
呂
山
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
沿
っ
た

「
今
後
の
40
年
間
で
公
共
施
設
の
保

有
量
を
25
％
削
減
目
標
と
さ
れ
た
」、

そ
の
上
で
「
学
校
施
設
に
お
い
て
も

こ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
統
廃
合
等
を

含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

　
ま
た
、「
小
学
校
５
・
６
年
生
が

中
学
校
の
余
裕
教
室
が
活
用
で
き

る
」
と
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
が
動

機
と
思
う
が
。

答
　
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
の
動
機

に
つ
い
て
は
、
小
中
９
年
間
と
い
う

期
間
を
も
っ
て
連
続
性
の
あ
る
教
育

課
程
を
編
成
、
充
実
し
た
教
育

活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
導
入

を
決
め
た
も
の
で
す
。

▪問

　小
中
一
貫
教
育
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
一
体
的
に

推
進
す
る
と
言
う
が
、「
学
校

の
統
廃
合
」
に
直
結
し
た
重
要

な
課
題
。
早
急
に
、
４
小
学
校

区（
毛
呂
山
、
川
角
、
泉
野
、

光
山
小
学
校
）の
住
民
説
明
会
・

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
、
民
意

を
尊
重
す
べ
き
だ
。

早
急
に
、
４
小
学
校
区
で

住
民
説
明
会
の
開
催
を
！

答
　
保
護
者
・
町
民
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

地域から学校をなくさない！

出
生
数
が
町
の
未
来
を
決
め
る

答 

近
隣
市
町
と
の
連
携
強
化
を
す
る

町
は
小
中
一
貫
校
を
目
指
し
て
い
る
！

答 
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る

岡野　　勉澤田　　巌



- 16 -

傍聴に来られない方のためにケーブルテレビでも視聴できます

　町議会は、定例会が年４回（３月．６月．９月．12月）開かれ、そのほか臨時会が必要ある時に開かれ
ます。この定例会、臨時会のいずれの議会も公開されています。議会の傍聴席（受付）は、役場５階です。
町政の運営状況、議員の活動状況、議会の様子を知るためにもよい機会ですので、気軽に議会を傍聴し
てみてはいかがでしょうか。なお、常任委員会も傍聴することができます。

　本会議での一般質問の様子を「ゆずの里ケーブルテレビ」および「毛呂山中央テレビ共聴組合」で録画
放送します。登壇議員の放送日時については町ホームページをご覧ください

ぜひ傍聴にお越しください

編
集
委
員

3月定例会傍聴者数
本会議日 傍聴者数（人）

3月  1日（金） 1
3月  4日（月） 20
3月  5日（火） 18
3月  6日（水） 7
3月  7日（木） 2
3月19日（火） 6
合　　　計 54

　
平
成
に
か
わ
る
新
た
な
元
号

は
「
令
和（
れ
い
わ
）」。

　「
令
和
」
に
は
、
人
々
が
美
し

く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が

生
ま
れ
育
つ
、
梅
の
花
の
よ
う

に
日
本
人
が
明
日
へ
の
希
望
を

咲
か
せ
る
国
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
昭
和
天
皇
の
逝
去
に
伴
っ
て

行
わ
れ
た
平
成
へ
の
改
元
と
は

大
き
く
環
境
が
違
い
、
日
本
全

体
が
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

受
け
止
め
、
祝
賀
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
た
中
で
の
新
元
号
発
表
で

し
た
。
新
元
号
の
発
表
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
令
和
が
平

和
で
豊
か
で
穏
や
か
な
時
代
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。

 

（
荒
木
か
お
る
）

　
委
員
長 

下
田
　泰
章

　
副
委
員
長 

荒
木
か
お
る

　
委
　
　
員 

平
野
　
　隆

　
　
　
〃
　 

澤
田

　
　巌

　
　
　
〃
　 

千
葉
三
津
子

　
　
　
〃
　 

岡
野

　
　勉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

（
議
長
）　
佐
藤

　秀
樹

傍聴の方へのお願い

1��議場における言論に対して拍手などにより可否を表明しな
いようにして下さい。
2��おしゃべりなどをして騒がしくしないで下さい。
3��帽子、マフラーの類を着用しないで下さい。（議長の許可
を得れば着用可能です）
◦その他、議場内ではレコーダー、携帯電話の使用は禁止です。


